
一

日
記
の
概
要

本
稿
は
、
本
学
所
蔵
の
佐
草
家
文
書
か
ら
明
治
期
の
日
記
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
出
雲
大

社
神
官
が
上
京
し
、
京
都
に
お
い
て
行
っ
た
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回

紹
介
す
る
日
記
は
、
二
〇
一
九
年
に
本
学
が
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
文
書
群
の
一
部
で
あ
る
。
全

体
で
七
丁
の
断
簡
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
情
報
量
が
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
興
味

深
い
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
全
文
を
翻
刻
し
た
。
①
京
都
滞
在
中
に
交
流
し
た
人
物
が
多
く
判
明

す
る
。
②
下
鴨
神
社
で
見
学
し
た
競
馬
に
つ
い
て
具
体
的
な
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
③
松
江

藩
の
京
都
屋
敷
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
以
下
に
つ
い
て
、
記
主
や
年
代
な
ど
の
基
本
手
的
な

事
実
確
定
を
行
い
、
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

本
日
記
の
一
丁
目
は
四
月
二
八
日
か
ら
始
ま
り
、
七
丁
目
は
五
月
六
日
の
記
事
の
途
中
で
終

わ
っ
て
い
る
。
年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
中
に
「
京
都
府
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
明
治

以
降
の
日
記
で
あ
る
。
ま
た
「
神
祇
官
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
日
記
が
記
さ
れ
た
の
は
、
神
祇

官
設
置
の
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）
閏
四
月
二
十
一
日
か
ら
、
神
祇
官
が
神
祇
省
と

改
め
ら
れ
た
明
治
四
年
八
月
八
日
ま
で
で
あ
る
が
、
本
日
記
に
は
閏
四
月
が
な
い
た
め
、
明
治
二

年
（
一
八
六
九
）
か
ら
明
治
四
年
に
限
定
さ
れ
る
。

文
中
に
は
何
度
か
「
甘
露
寺
殿
」
が
見
ら
れ
る
。「
甘
露
寺
殿
」
は
「
宰
相
殿
」
と
も
記
さ
れ

て
お
り
、「
侍
従
様
」「
御
二
男
様
」
と
い
う
子
息
が
い
る
。
こ
の
「
宰
相
殿
」
は
、
慶
応
四
年
閏

四
月
二
一
日
か
ら
明
治
二
年
七
月
ま
で
参
議
を
勤
め
た
甘
露
寺
勝
長
で
あ

（
１
）

り
、「
侍
従
様
」
は
甘

露
寺
義
長
で
あ

（
２
）

る
。
従
っ
て
、
本
史
料
は
明
治
二
年
の
日
記
で
あ
る
。

日
記
の
記
主
は
出
雲
大
社
の
神
官
・
佐
草
文
清
で
あ

（
３
）

る
。
五
月
五
日
に
、「
拙
者
儀
七
日
発
足

ニ
而
罷
帰
候
、
尤
同
役
残
居
候
」
と
あ
る
。
記
主
は
五
月
七
日
に
京
都
を
発
足
す
る
が
、
同
役
が

引
き
続
き
京
都
に
残
る
と
い
う
内
容
は
、
四
月
二
八
日
に
神
祇
官
の
役
人
か
ら
命
じ
ら
れ
た
内
容

に
合
致
す
る
。
日
記
に
は
、「
両
人
之
内
赤
塚
儀
相
残
、
佐
草
儀
ハ
帰
国
仕
度
旨
相
伺
候
処
、
又
々

奥
へ
参
り
、
壱
人
滞
京
ニ
而
宜
布
、
壱
人
ハ
引
取
ニ
相
成
、
不
苦
と
」
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
出
雲

大
社
神
官
の
赤
塚
・
佐
草
が
京
都
に
滞
在
し
て
、
佐
草
の
み
が
帰
国
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
時
期

の
日
記
で
あ
る
。

二

日
記
の
内
容

前
述
の
通
り
、
本
日
記
は
、
佐
草
文
清
が
京
都
か
ら
帰
国
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
明
治
二
年
四

月
二
八
日
か
ら
、
帰
国
前
日
の
五
月
六
日
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
佐
草
文
清
が
暇
の
挨
拶
に
赴

い
た
人
物
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
京
都
に
お
け
る
佐
草
の
交
流
し
た
人
物
が
明
ら
か
に
な
る
。
公

家
関
係
で
は
、
先
に
見
た
甘
露
寺
の
他
、
竹
内
家
、
鷲
尾
家
、
広
幡
家
と
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。

上
賀
茂
社
家
の
岡
本
氏
な
ど
神
社
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
も
見
え
る
。

公
家
の
甘
露
寺
家
は
、
出
雲
国
造
北
島
氏
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
親
交
が

深
（
４
）

い
。
佐
草
文
清
は
五
月
五
日
下
鴨
社
の
競
馬
を
見
物
し
て
い
る
。
五
月
四
日
に
暇
の
た
め
訪
れ

研
究
ノ
ー
ト

明
治
二
年
の
出
雲
大
社
神
官
上
京
に
つ
い
て

佐
草
家
文
書
の
紹
介
を
中
心
に

東

谷

智

大

城

友

莉

奈

（四七）



た
甘
露
寺
勝
長
か
ら
見
物
を
誘
わ
れ
た
か
ら
で
あ

（
５
）

る
。
五
日
は
勝
長
の
別
荘
に
立
ち
寄
り
、
そ
こ

か
ら
競
馬
を
見
物
に
出
か
け
て
い
る
。
競
馬
の
様
子
を
図
に
書
き
留
め
る
な
ど
、
佐
草
文
清
の
関

心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
見
物
終
了
後
は
甘
露
寺
の
別
荘
に
戻
り
、
痛
飲
し
て
い
る
。

な
お
、
日
記
に
は
松
江
藩
と
の
関
係
が
見
ら
れ
る
。
五
月
四
日
に
は
松
江
藩
の
京
屋
敷
（「
雲

州
屋
敷
」）
へ
行
き
、
松
江
藩
士
の
黒
沢
に
暇
を
述
べ
て
い

（
６
）

る
。
ま
た
四
月
二
九
日
に
は
渡
部
を

訪
問
し
た
佐
草
文
清
は
、「
屋
敷
ハ
京
都
府
之
方
へ
差
出
、
菊
五
ヘ
ハ
京
都
府
�
御
下
ケ
ニ
相
成

候
事
手
続
ニ
而
」
と
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
松
江
藩
の
京
屋
敷
の
処
分
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る

様
子
が
伺
え
る
。

本
日
記
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
断
片
的
な
情
報
で
は
あ
る
が
、
出
雲
大
社
国
造
家
と
公
家

社
会
の
つ
な
が
り
や
、
明
治
期
の
松
江
藩
京
屋
敷
の
動
向
な
ど
、
興
味
深
い
事
実
が
垣
間
見
え
る

史
料
で
あ
る
。

注（
１
）

甘
露
寺
家
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
論
考
を
参
考
に
し
た
。
西
村
慎
太
郎
「
災
害
に
よ
る
朝
廷
儀
式
記

録
の
消
失
と
高
御
座
の
再
生
―
天
明
の
大
火
後
の
即
位
礼
を
事
例
に
―
」
（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀

要
』
一
二
、
二
〇
一
六
）
。
な
お
甘
露
寺
勝
長
は
明
治
三
年
没
で
あ
る
。

（
２
）

義
長
は
明
治
二
年
三
月
に
侍
従
に
就
任
し
た
（
『
人
事
興
信
録
』
初
版
、
人
事
興
信
所
、
一
九
〇
三
）。

（
３
）

佐
草
文
清
は
明
治
一
五
年
三
月
六
日
に
六
一
才
で
没
し
た
（
西
岡
和
彦
『
近
世
出
雲
大
社
の
基
礎
的

研
究
』
原
書
房
・
二
〇
〇
四
）
。

（
４
）

北
島
全
孝
の
室
が
甘
露
寺
国
長
の
娘
淑
子
で
あ
る
（
『
大
社
町
史
』
中
巻
、
一
九
九
〇
）。

（
５
）

甘
露
寺
勝
長
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
「
賀
茂
下
上
社
奉
行
」
を
勤
め
る
な
ど
、
上
賀
茂
社

や
下
鴨
社
と
の
関
係
が
深
い
（
新
訂
増
補
『
公
卿
補
任
』
五
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
）。

（
６
）

松
江
藩
の
京
都
屋
敷
は
、
西
洞
院
通
二
条
上
ル
町
に
あ
っ
た
（『
松
江
市
史
』
通
史
編
三
近
世
一
、

二
〇
一
九
）
。

（四八）東谷智・大城友莉奈：明治二年の出雲大社神官上京について 佐草家文書の紹介を中心に



【
本
文
】

四
月
廿
八
日

�、今
早
朝
、
渡
部
参
候
得
共
、
未
帰
と
の
事
、
夫
�
室
町
畑
中

を
尋
候
得
共
、

早
出
勤
之
由

�、竹
内
殿
へ
罷
出
、
先
日
御
使
者
を
以
頂
戴
も
の
ゝ
礼
厚
申
述
、

尚
又
近
日
発
足
可
仕
定
り
ニ
い
た
し
候
へ
ハ
、
又
々
御
暇
ニ

可
罷
出
旨
申
入
、
木
下
も
昨
夕
罷
帰
候
と
の
事
、
今
朝
例
之

持
病
ニ
而
障
居
面
会
断
、
夫
�
赤
塚
宿
へ
行
、
何
角
相
談
い

た
し
、
両
人
神
祇
官
へ
罷
出
、
平
田
・
松
尾
両
人
之
内
へ
面

会
頼
入
候
得
と
も
、
取
次
人
出
、
何
之
用
ニ
候
哉
と
の
事
ニ

付
、
先
達
而
願
書
且
先
頃
伺
書
等
差
出
候
処
、
其
伺
ニ
罷
出

候
旨
申
述
候
処
、
右
願
書
ハ
勿
論
伺
書
等
惣
而
東
京
へ
差
出

ニ
相
成
候
間
、
あ
の
方
�
御
差
図
無
之
候
而
ハ
如
何
と
も
難

申
、
面
会
ニ
不
及
と
の
事
、
依
而
両
人
之
内
赤
塚
儀
相
残
、

佐
草
儀
ハ
帰
国
仕
度
旨
相
伺
候
処
、
又
々
奥
へ
参
り
、
壱
人

滞
京
ニ
而
宜
布
、
壱
人
ハ
引
取
ニ
相
成
、
不
苦
と
の
事
ニ
付

引
取

�、甘
露
寺
殿
へ
罷
出
、
当
日
之
御
礼
申
入
、
尚
又
近
々
ニ
帰
国

仕
候
間
、
書
状
等
被
遣
候
ハ
ヽ
御
認
ニ
相
成
候
様
申
入
、
岡

本
ニ
面
会
、
同
人
噺
ニ
ハ
、
五
日
加
茂
競
馬
ニ
候
間
、
見
物

ニ
罷
出
候
様
と
の
事
頼
置
引
取

�、昼
後
渡
部
へ
参
候
処
、
為
替
金
之
儀
誠
大
差
閊
ニ
而
、
大

坂
へ
矢
嶋
庫
七
罷
下
り
、
二
万
貫
借
用
い
た
し
居
候
、
此

金
手
ニ
入
候
へ
者
御
渡
可
申
と
て
も
、
明
日
之
間
ニ
合
候
程

無
覚
束
と
の
事
ニ
付
、
二
、
三
十
両
た
り
と
も
相
願
候
処
、

善
市
心
配
致
見
可
申
、
明
日
昼
前
ニ
参
候
様
と
の
事
ニ
而
引

取
�、夜
八
つ
時
頃
、
下
加
茂
之
辺
出
火
、
初
見
候
処
清
和
院
あ
た

り
ニ
相
見
へ
候
ニ
付
、
火
事
装
束
着
、
者
茂
一
兵
召
連
罷
越
、

広
幡
殿
へ
内
玄
関
�
御
見
舞
申
入
大
玄
関
ニ
大
勢

詰
居
申
候

取
次
壱
人
出

申
候
、
夫
�
上
田
へ
見
舞
、
鷲
尾
殿
へ
も
参
ル
、
木
下
へ
見

舞
、
赤
塚
見
舞
、
罷
帰
、
無
風
早
々
鎮
火

四
月
廿
九
日

�、石
河
へ
罷
出
酒
三
升
入
遣
ス
、
未
周
旋
方
不
致
、
今
夕
か
明

朝
ハ
是
非
問
合
可
申
と
の
事
、
六
位
之
儀
も
内
談
い
た
し
候

処
、
聞
合
可
申
と
の
事
也
、
三
崎
・
古
庄
・
判
次
拙
者
跡
�

参
居
候
ニ
付
、
寿
易
之
噺
も
出
来
不
申
早
々
引
取

�、屋
敷
へ
罷
出
、
渡
部
へ
参
候
処
、
昨
夜
未
帰
ニ
大
坂
�
金
子

為
替
書
附
何
も

く
相
廻
り
安
心
い
た
し
候
、
依
而
不
残
於

役
所
引
渡
候
間
、
あ
の
か
た
江
罷
出
候
様
と
の
事
ニ
而
、
下

男
案
内
致
呉
、
役
所
へ
罷
出
、
暫
相
待
候
処
、
元
〆
�
正
金

弐
百
八
十
五
両
・
札
百
四
十
両
相
渡
、
為
替
書
附
差
出
引
替

申
候

�、渡
部
へ
罷
出
、
厚
礼
申
述
、
猶
又
冨
�
之
書
状
相
渡
、
一
見

有
之
、
菊
五
方
受
取
等
こ
の
方
ニ
所
持
致
候
道
理
無
之
、
屋

敷
ハ
京
都
府
之
方
へ
差
出
、
菊
五
ヘ
ハ
京
都
府
�
御
下
ケ
ニ

相
成
候
手
続
ニ
而
、
尚
々
も
菊
五
と
く
ひ
合
無
之
と
の
事
至

極
尤
之
儀
、
何
分
帰
国
之
上
懸
合
筋
道
相
立
候
様
取
斗
可
申

申
置
引
取
、
昼
後
�
双
方
�
当
借
之
銭
払
方
い
た
し
、
尚
又

買
物
過
付
畳
表
か
へ
之
賃
等
皆
々
掛
払
方
い
た
す

五
月
一
日

�、今
日
も
買
物
代
夫
々
払
方
い
た
す

�、石
河
へ
赤
塚
参
呉
候
様
、
昨
日
申
遣
し
置
候
ニ
付
、
今
日
ハ

罷
出
候
事
と
被
存
候

�、鷲
尾
殿
�
礼
之
使
者
来鷲

尾
家

上
田
要
人

木
下
�
も
遣
ス

竹
内
右
馬
頭
家

木
下
主
税
使

松
村
幸
次

�、中
嶋
薬
軒
来

五
月
二
日

�、赤
塚
参
、
石
河
へ
参
候
処
、
未
様
子
不
相
分
と
の
事
、
明
日

ハ
弥
発
足
い
た
し
候
間
、
今
晩
迄
ニ
相
知
候
へ
ハ
、
手
紙
残

し
置
候
旨
申
聞
候
由

五
月
三
日

�、今
日
も
宮
笥
も
の
調
ニ
出
ル
、
雨
天
ニ
付
昼
迄

�、松
本
�
暇
乞
案
内
致
候
ニ
付
、
檪
堂
と
両
人
木
屋
町
へ
罷
越

酒
出
、
梁
川
紅
蘭
罷
越
居
、
席
書
い
た
す
、
夜
ニ
入
罷
帰

同
四
日

�、甘
露
寺
殿
へ
暇
乞
ニ
罷
出
、
明
日
加
茂
競
馬
ニ
付
御
惣
寿
様

御
越
被
成
候
由
、
同
所
別
荘
ニ
而
御
面
会
被
成
候
旨
、
岡
本

�
申
聞
ル
、
夫
�
赤
塚
宿
へ
行
何
角
示
合
、
夫
�
竹
内
殿
へ

御
暇
乞
ニ
罷
出
、
取
次
へ
口
上
申
入
、
木
下
儀
今
日
ハ
殊
之

外
多
用
之
由
ニ
而
面
会
相
断
、
早
々
引
取

�、雲
州
屋
敷
へ
行
、
黒
沢
へ
暇
乞
い
た
す
、
熊
野
も
参
合
、
是

も
不
遠
内
発
足
い
た
し
候
と
の
事
、
夫
�
渡
部
善
市
方
へ
参

候
処
、
留
守
ニ
付
厚
申
述
置
、
引
取

�、拙
者
已
後
之
賄
入
用
三
月
廿
四
日
以
後
之
諸
払
い
た
す

五
月
五
日

�、朝
髪
月
代
い
た
し
、
甘
露
寺
殿
へ
大
重
箱
ニ
す
も
し
・
一
分

一
朱
が
調
、
四
つ
時
頃
昼
飯
給
、
加
茂
へ
罷
出
、
尤
出
懸
聖

護
院
平
田
江
暇
乞
ニ
参
、
延
太
郎
加
茂
へ
馬
上
ニ
而
参
、
留

守
ニ
付
取
次
へ
手
札
出
し
、
長
々
御
苦
労
相
成
候
段
厚
礼
申

述
、
拙
者
儀
七
日
発
足
ニ
而
罷
帰
候
、
尤
同
役
残
居
候
間
、

（四九） 甲南大學紀要 文学編 第171号 （2021年３月） 歴史文化学科



万
々
無
此
上
宜
布
御
願
申
候
段
申
入
引
取
、
夫
�
木
下
へ
暇

乞
ニ
参
、
女
房
・
娘
ニ
逢
、
厚
挨
拶
申
述
、
主
税
留
守
也
、

同
家
ニ
節
句
祝
儀
と
し
て
酒
一
斗
代
十
三
文
遣
ス
、
夫
�
上

田
信
濃
守
方
へ
暇
乞
ニ
参
、
夫
婦
と
も
面
会
長
々
之
挨
拶
申

述
、
早
々
引
取

�、加
茂
江
参
、甘
露
寺
殿
別
荘
江
罷
出
候
処
、宰
相
様
御
駕
籠
ニ

而
一
緒
頃
ニ
被
為
入
、わ
し
一
重
・
神
馬
草
一
袋
松
本
�

も
ら
ひ
候
ニ
付

差
出
、
暫
し
て
岡
本
清
守
罷
出
、
夫
�
御
次
へ
被
召
御
面
会
、

三
月
以
来
之
御
挨
拶
、
厚
申
上
ル

�、宰
相
様
狩
衣
ニ
而
西
池
へ
御
越
也
、
拙
者
ニ
加
茂
へ
参
詣
奉

幣
之
式
相
見
い
た
し
候
様
被
仰
候
ニ
付
、
参
詣
い
た
す

�、岡
本
へ
肴
品
金
札
二
百
疋
為
持
遣
ス

�、侍
従
様
・
御
二
男
様
も
ま
ち
高
割
羽
織
ニ
而
別
荘
へ
被
為
入

候
、
御
家
内
様
方
不
残
御
出
被
成
候

�、天
気
宜
敷
、
夥
敷
参
詣
有
之
、
御
宮
外
馬
場
�
西
ノ
芝
原
ニ

馬
の
り
馬
場
拵
有
之
、
堂
上
方
之
さ
じ
き
神
祇
官
・
京
都
府

等
之
さ
じ
き
・
加
茂
神
職
之
さ
じ
き
等
、
両
が
わ
ニ
役
有
之
、

八
つ
時
前
�
奉
幣
始
ル
、
甘
露
寺
殿
御
二
男
同
道
御
宮
へ
参

り
奉
幣
拝
見
、
左
赤
ノ
方
十
人
之
奉
幣
丈
見
候
而
、
直
ニ
馬

場
へ
出
ル
、
右
赤
奉
幣
済
候
と
い
つ
れ
も
馬
上
ニ
て
馬
場
ヲ

南
へ
通
ル
、
黒
ノ
方
も
続
而
同
様
也

�、甘
露
寺
殿
さ
じ
き
西
ノ
方
ニ
有
之
、
御
家
内
不
残
被
為
入
候

ニ
付
、
態
と
外
へ
参
り
見
物
い
た
す

�、図
左
の
こ
と
し

�、十
番
相
済
迄
見
物
い
た
す
、
暮
前
ニ
相
成
、
夫
�
宰
相
様
御

供
い
た
し
別
荘
へ
罷
出
、
御
暇
申
上
候
処
、
慶
ひ
之
儀
暇
乞

ノ
盃
い
た
し
度
、
夜
ニ
入
候
而
も
供
之
者
大
勢
罷
帰
候
間
、

同
道
い
た
し
候
様
と
の
思
召
之
旨
、
清
守
�
申
聞
ル
ニ
付
、

御
断
も
不
相
成
、
御
次
へ
罷
出
御
酒
頂
戴
仕
、
御
肴
種
々
吸

も
の
等
御
念
入
ニ
而
出
ル
、
清
守
親
も
罷
出
、
其
外
御
出
入

之
社
家
両
人
罷
出
御
酒
頂
戴
い
た
す
、
婦
人
も
両
三
人
罷
出

大
酒
、
夜
五
つ
頃
御
断
申
上
御
暇
乞
申
上
、
自
性
院
殿
・
宰

相
殿
�
厚
御
殿
へ
御
伝
言
有
之
、
夫
�
侍
下
部
等
五
人
罷
帰

候
ニ
付
、
同
伴
い
た
し
罷
帰
、
宿
へ
罷
帰
候
節
ハ
四
つ
時
分

也
五
月
六
日

�、朝
�
荷
物
仕
舞
片
付
ニ
取
懸
、
松
本
�
大
分
之
書
物
ヲ
送
り
、

赤
塚
�
も
大
分
有
之
、
六
郎
分
も
有
之
、
拙
者
分
斗
ニ
而
も

（五〇）

門

黒
袍

束
帯

門

ヒ
タ
ヽ
レ

狩
衣

上
下

着

本
社

赤
ノ
方

さ

じ

き

狩
衣

さ

ヒ
タ
ヽ
レ

此
辺
ニ
テ

見
物イ

タ
ス

じ

奉
幣
左
右
左

（
虫
損
）

［

］

門

き

さ

じ

き

黒
ノ
方

東谷智・大城友莉奈：明治二年の出雲大社神官上京について 佐草家文書の紹介を中心に



軽
尻
ニ
相
成
兼
候
処
、
右
之
次
第
ニ
付
こ
り
一
ツ
求
、
本
馬

ニ
い
た
す
、
三
十
六
、
七
文
め
有
之
長
持
も
一
ぱ
い
ニ
相
成

�、木
下
主
税
暇
乞
ニ
参
、
二
階
へ
通
し
、
菓
子
・
茶
出
ス
、
竹

内
殿
�
絹
地
ノ
画
賛
も
の
御
殿
へ
差
出
呉
候
様
と
の
事
、
尚

又
堂
上
方
の
う
た
御
頼
ニ
候
得
共
、
御
知
己
之
方

く
差
合

多
く
、
今
度
間
ニ
合
不
申
、
追
々
取
集
可
差
出
と
の
事

（
北
島
以
孝
）

�、倶
主
様
奥
方
乙
部
娘
と
御
由
緒
書
ニ
有
之
、
実
之
伯
母
さ
ま

ニ
候
ヘ
ハ
宜
布
、
尚
々
不
替
り
ニ
付
上
田
�
相
尋
候
由
、
よ

め
様
な
ら
ハ
ア
レ
丈
ケ
ズ
リ
可
申
と
の
事
、
其
通
ニ
致
呉
候

様
頼
置
、
二
百
両
節
季
迄
ニ
送
り
呉
候
様
と
の
事

�、取
肴
三
種
相
調
酒
遣
ス
、
早
々
引
取

�、松
本
も
参
ル
、
今
朝
諸
道
具
樽
市
相
頼
、
直
段
付
為
致
候
目

録
別
ニ
有
之
、
松
本
へ
渡
置
、
不
残
ニ
而
漸
三
両
迄
ニ
買
候

（
後
欠
）

【
付
記
】

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
度
の
本
学
大
学
院
の
講
義
「
史
学
地

理
学
民
俗
学
演
習
Ⅱ
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た

り
、
本
学
学
生
の
佐
藤
ゆ
め
子
の
協
力
を
得
た
。
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